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シ ン ポ ジ ウム 開催 の 趣 旨お よび 経過

中村　俊 夫

名古屋 大学年代測定総含研 究セ ン タ
ー

　名古屋 大学 年代測定総 合研 究セ ン タ
ー

は，タ ン デ トロ ン 年代測定研究分野 と新年代測定法 開発

分野 の 2 グル ープ で構成 され ， 最 先端 の 年代 学研 究を推進 して い る．

　昨年まで の シ ン ポ ジウム で は ，第 17 回 とい う長い 歴 史を背負 い ，タ ン デ トロ ン 年代測定研究分

野 を主体と して シ ン ポ ジウム を開催 して きた， しか し今年度は ， 2 グル
ープが融合 ・協力 して ，

シ ン ポ ジウム を さらに盛 り上げ る企 画を行 っ た．結果的には，新年代 測定法開発 分野で は ，学外

の 講師 2 名に よる特別講演をお願 い す る こ ととな っ た，タ ン デ トロ ン 年代測定研 究分野に お い て

も ， 例年 どお り学外の 講師 2 名に よる特別講 演 をお願 い した．ご講演 を快諾 して 頂 い た 先生方に

感謝 の 意を表 し ます．

　さて ，1996−1997年 に導入 され た
14C

測定専用 の 高性能 の タ ン デ トロ ン加速器質量分析計 2 号機

（加 速器年代測定 シ ス テ ム ，第 2 世代機）は ， 1999 年 11 月 か ら
14C

測 定を開始 し ，2000 年 ，2001

年 と順調 に稼働 し て きた が ，2002 年 には 1 月 の 始めに加 速器の 重大な故障が発 生 し ， 測定が 停止

し た ，定常的な測 定が再 開で きた の は 9 月 の 後半か らで あ っ た ．しか し ， そ の 後 は ほ ぼ順調 に稼

働 し，本報告書に もあ るよ うに （中村ほ か ， 2006） ， 2005年 Il 月末時点で 測定 した ターゲ ッ トの

総数は 1 万個を超 えた ．そ の 後 も ， ほ ぼ順調 に 稼働 して い る，

　
L4C

測定 の 性能に 関 して は ， 第 2 号機 は 測定精度が高 く， 1 万年 前 よ り新 しい 試 料で は年代 の 誤

差が ± 20〜± 40 年 と小 さく ， 測 定結果 の 再 現 性 もほ ぼ± 0．5％以 下 とな っ て い る ，測定時 問は ，精

度 を優 先させ て
一試 料あた り 30 分測 定を 3 回 繰 り返 し て お り，合計 で 90 分程 度をか けて い る．

また ， 試料調 製か ら
14C112C

，
］3Cf12C

比 の 測定 ま で の 完璧 な処 理 ・操作が ，高精度，高正 確度 の 結果

を保証 す る はず で ある．当セ ン タ
ー

で は 大 学 の 研究機関 と して ， 高精度，高正 確度 の
14C

測定 を最

優先課題 と して 取 り組ん で い る．　 ま た ， こ う した高性能 の 第 2号機を用 い た年代研究 へ の 利用 は

着実 に進ん で お り， さま ざま な分野 で年代や 編年に 関する新 しい 知見が 得られ つ つ あ る，

　新年代測 定法開発分野 の 主要装置 で あ る CHIME 年代測定シ ス テ ム も同様 に ， 世界最先端 の 性 能

を維持 してお り，様 々 な研究に利用 され て い る．C田 ME 年代測定 シ ス テ ム の 諸性能 に つ い て は別

の 機会 に紹介 され る予 定で ある ．

一3一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

　 こ の 様 な事情 か ら ， 今年度 は 2006 年 1 月 17−18 日 （火，水）に ，新 しい 名称 と して 「名古屋 大

学年代測定総合研究セ ン タ
ー

シ ン ポ ジウ ム 」 を開催 した ．

　今 回 は ，二 日間に わた っ て 4 件 の 特別 講演 をお 願 い した ，初 日 に は
， 岡山理科大学自然科学研

究所 の 兵藤博信 先生に 「レ
ーザープ n 一ブを 用 い た

40Ar
／
39Ar

年代測定法」 とい う題 目で ご講演い

ただ い た．当セ ン タ
ー

で は，将来，CHIME 法で 測 るの が 難 し い 1 億 年前 よ り も若い 年代の 試料に

つ い て補完で きる よ うに K −Ar 年代測定の 研究を進め て い る、今回 ， 詳 し くお話 し頂い た
4°

Ar139Ar

年代 測定法 も計画 の 範疇に属 するた め ，お 忙 しい なか を ご講演をお願 い し た ．講演内容 の 報告原

稿を本書に 寄稿 して い た だい た ，是非，ご一
読い た だきたい ．

　初 日 の 2 つ 目の 特別講 演 とし て
， 国立 極地研究所の 外 田智千 先生 に 「南極大陸 の 生 い 立 ち ： U −

Th −Pb 年代か らの ア ブ u 一チ 」 と題 して ご講演をい ただ い た．外田先生の 長年に わた る南極の 地質

硬究の 成果が紹 介され た．詳細 は ， お忙 し い 中で作成 して頂い た報文 を参照 され た い ．

　 2 日 目の 特別 講演で は ， 筑紫女学園大学文学部ア ジア 文化 学科 の 大津忠彦先生 に は，イ ラン に

お ける考古学的発掘調査 の 現況 に つ い て ご講演をい た だ い た ．演題 は 「ギ ーラー ン州 （イ ラ ン 〉

に お ける生 態考古学調査研 究 と放 射性 炭素年代測定
一

日本 ・イ ラン 共 同調査成果 よ り」 で あ る．

大津先生の ご講 演 は ， 調 査の 準備，例 えば調査許 可 を取得す るこ とが い か に困難 な こ とで あ っ た

か とい う話題 か ら始 ま っ た ．慣れ ない 現地 で の 発掘 の 困難 よ りも っ と大 きな困難 が ， 相手 方 に調

査 σ）目的 を理 解 させ 調査 の 許 可 を得 る こ とで あ っ た との こ とで あ る．海外 の 考古学調 査は ， 異 国

人 の 間の 人 間的な相互 理解か ら始まる の で あろ う，本 報告書 に ，調 査の 概要 を まとめ た 報告 を 寄

せ て 頂 い た ．是非参考に し て 頂 きた い ，こ の 様 に苦労 しなが ら始 め られ た調 査で あ る．今後 の 調

査研究 の 進展が 大 い に期待 され るとこ ろで あ る，

　続い て ， 2 日 目 の もう一
つ の 講演と し て ，秋 田大学工 学資源学部 素材 資源 シ ス テ ム 研究 施設 の

高島　勳先生 に ， 「熱ル ミネ ッ セ ン ス 年代測定法 の 現状 と火 山活動 史研 究 へ の 応 刷 と題 して ご

講演を頂い た ．熱ル ミネ ッ セ ン ス （TL ）年代測 定法は 光励起ル ミネ ッ セ ン ス （OSL ）法 と して 発

展 を続けて ，よ り精密 化 され て きて い る ．それ に合わ せ て 試料 の 選 別が重要 に な っ て い る ．高島

先生 は 地 質学が ご専 門で
， 火 出活 動史に興 味を持 っ て お られ て ，火 山 の 活動年代 を知 る た め に 熱

ル ミネ ッ セ ン ス 年代測 定法の 研究 を始 め られ た ，特に ，地質学 出身 で あ る こ とを最大限 に 生か し

て ，十分な フ ィ
ール ドワ ーク か ら最適 な試料を選別 し採取す る手法 を取 られ て い る．先生 の 研 究

の 成果 に つ い て は ，お 忙 し い 中で 作成 し て 頂い た報文 を参照 され た い ．

　シ ン ポ ジ ウム の 初 日 の トッ プに ，名古屋 大学加 速器 シ ス テ ム の 現 状 の 報告 が あ っ た．加 速器年

代測定 シ ス テ ム 2号機 は，2002 年 の 前半年 は 大 きな故障に 苦しん だが 9 月中旬以 降は順調 に稼働

して きた．しか し，2005 年 ll 月 に は ，加 速器 の タ ン ク を 3 年半ぶ りに 開い て 修理 がお こ なわれた．

こ の よ うな故障 に もか か わ らず 2005 年 ll 月末 に は ， 測定 した タ
ーゲ ッ トの 総数 が 1 万個 を超 え

た との 報告が あ っ た，次は ， 2 万個 をめ ざ し て 大 い に 働 い て 貰 い た い ，

次に 、
一

般 講演 とし て ，福 島県 の 観音川岩 屑なだれ の 発 生 年代 をなだれ 堆積物 中の 木片 を 用 い
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て推定す る研究 ， 樹木年輪中に刻まれ た
t4C

濃度か ら太陽活動の 周期性 を探 る研究 ， な どを含 めて

14件の 講演を して頂い た ．これ らの 報告は
， 研究者お 互 い の 刺激材料にな る と期待 され る．また ，

公 開講演会で あ る こ とか ら ，

一般 の 方々 に対 し て も，名古屋 大学の 年代測定装置 を核 と して様 々

な研 究が推進 され て い る こ と をア ピ ール で きた もの と期待 す る ．残念なが ら，当セ ン タ ーを利用

され なが ら報 告会 に は参加 され な い 研究者 も見 られ る ，次回に は
， 是非，ご参加 の うえ ，ご報告

をお 願 い した い ．

　今回 の シ ン ポ ジ ウム で の 講演に つ い て ， 講演内容 を ま とめた 論 文 を寄稿 し て い た だ い た ．表 1

に示 すプ ロ グラム の なか で ， ＊ 印が つ い た もの で ある ．今後の 研 究の 参考に し て い た だ きた い ．

表 1　 2GO5 年度 名古屋 大学年代 測定総合セ ン タ
ー

シ ン ポ ジウム プ ロ グ ラ ム

【特別言冓演｝
＊ 1 ．兵藤博信 （岡山理科大学 自然科学研究所）

　　　　 「レ
ーザープ Pt・一一ブを用 い た

40Ar
〆
39Ar

年代測定法」

＊ 2 ，外 田智1 （国立極地研 究所 ）

　　　　 「南極大陸の 生 い 立 ち ： U −Th −Pb 年 代 か らの ア ブ ru 一チ 」 1

＊ 3 ．大津忠彦 （筑 紫女学園大学文学部 ア ジ ア 文化学科）

　　　　 「ギ
ー

ラ
ー

ン 州 （イ ラ ン ） に お け る 生態考古学調査 研究 と放射性炭素年代測定
一

日本 ・
イ ラ ン

　　　　 共同調査 成果 よ り
一

」

＊ 4 ，高島　勲 （秋 田 大学 工 学資源学部）

　　　　 「熱ル ミネ ッ セ ン ス 年代測定法の 規状 と火 山 活動史研究 へ の 応用 」

卜 般講演1
＊ 5 ．中村俊夫 （名 古屋大学 年代測定総含研究 セ ン タ

ー
）

　　　　 「名古屋 大学タ ン デ トロ ン 2 号機 の 現状と利用 」

＊ 6 ．山 口　靖 （名 占屋大学 大学院環境 学研究科 ） ・渡辺 浩 行 （北海道大学大学院農学研 究科）

　　　　 「福島県
』
ド郷町 の 観音川 岩屑なだれ 堆積物 中 の 木片 の

14C
年代 」

7 ．Glenda　M ．　Besana（名古屋 大学大学院環境学研究科）

　　　　 「Seismicity　Along　the　Centra弖PhilipPine　Fault　Zonej

＊ 8 ，宮原 ひ ろ 子 （名 占屋大学太陽地球環境研 究所）

　　 　　 「放射性 炭素測定 に よる 太陽活動周期 性 と極小期 」

＊ 9 ，桑名宏輔 （名 占屋 大学太陽地球環境研 究所）

　　　　 「9−10世紀 の 屋 久杉年輪中
14C

濃度の 測 定」

＊ 10 ．渡邊隆広 ・
中村俊夫 （名古屋大学年代測定総合研 究セ ン ター） ・

歯村弥亜 （東海大学海洋学部） ・

　　　　　　　　　 河合崇欣 （名 占屋 大学環境学研究科）

　　　　 「ロ シ ア
・バ イ カ ル 湖か ら採取され た 湖底柱状堆積物 （Ver98 −l　St5　Core）の 放射性炭素年代測定 ／
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＊ 11 ，西村弥亟 ・松中哲 Lt （東海大学海洋学部海洋学部） ・中村俊 夫 （名古屋 大学年代 測定総合 セ ン ター）

　　　　　「チベ ッ ト高原 南東部にお ける、最終氷期最寒冷期 以 降 の 気候 ・環境変化に関す る有機地球化学

　　　　 的研 究」

＊ 12 。加藤茂弘
・半田 久美子 （兵庫県 立人 と自然 の 博物館） ・兵頭政幸 （神戸大学 内海域環境教育研 究

　　　　　セ ン タ
ー

） ・佐 藤裕 司 （兵庫県立大学 自然 ・環境科学研 究所） ・中村俊夫 （名 占屋大学年代 測定

　　 　　 　総合研究 セ ン ター）

　　　　 「大山中 ・L部火山灰 1膏中 の テ フ ラ の 広域分布と推定噴出年代 ： 大沼湿原 の 堆積物 か らの 検討」

＊ 13 ．半 田 久美 f−・加藤茂弘 （兵庫 県立 入 と 自然の 博物館） ・佐藤裕 司 （兵庫県 立 大 学自然 ・環境科学

　　　　　研 究所 ） ・
兵頭政幸 （神 戸 大学内海域環境教育研究 セ ン タ

ー
） ・中村俊 夫 （名古屋大学年代測定

　　　　　総合研 究セ ン タ ー）

　　　　 「中国 山 地 東部、大 沼 湿 原 に お け る 3．8 万年前以降 の 植 生 変遷 （予察） 」

＊ 14 ．稲 永康 平 ・奥 野 　充 （福岡大学 理 学部地 球 圏科学教 室 ）
・
高島　勲 （秋 田 大学 il学資源学部）

　　　　 「熱ル ミネ ッ セ ン ス 法 に よ る 九 重火 山の 噴火 史 の 再検討」

＊ 15 ．木 村政昭
・市川 逸 亅∵ 吉 松 胆 香

・
占川雅英 （琉球 大学理 学部物質地球科学科）

・中村俊夫（名古屋

　　　　　大 学年代測 定総合研 究セ ン ター
）

　　　　 「沖縄海底遺跡域 の 水没年代 に関す る 考察」

＊ 16 ，
一
「糠 正 三 （几 州大学比較社会 文化学府 ・学振特別研 究員）

　　　　 「黒色土器 を用 い た年代測定法に つ い て 一作成過程における炭素 の 移動
一i

＊ 17 ．尾嵜大真 ・今村峯雄 （国立歴 史民俗博物館） ・中村俊夫 （名古屋大学年代 測定総合研 究セ ン タ
ー

） ・

　　　　　光谷拓実 （奈良文化財研究所）

　　　　 「弥生 時代 前 ・中期 に おけ る 樹木年輪中 の 炭素 14 濃度測定 （1 ）　： 長野県飯 田市畑 の 沢地 区

　　 　　 　 埋 没樹 幹 」

＊ 18 ．小 田 寛 当 （名 占屋 大学年代測 定総合 研 究 セ ン ター） ・池田和臣 （中央大学） ・
中村俊夫 （名 占屋大

　　　　　学年代測定総合研究 セ ン タ
ー

）

　　　　 「春 日切 、 ．こ輪切 の
14C

年代測定 」

＊ 19 ．中村俊夫 （名古屋 大学年代測 定総合研 究セ ン ター
） ・酒井英男 （富山大学理学部） ・広岡公 夫

　　　　　 （大 谷 女 子大 学）

　　　　 「窯跡 の
14C

年代 と考 占地磁気年代 の 比 較」

注）講演番 号 8 と 9 ，及び 12 と 13 は ，それ ぞ れ 2 つ の ご講 演 を一
っ に ま とめ て 報告原稿を作

成 して 頂 い て い る．
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